
10
月
９
日
（
日
）
、
第
53
回

梅
郷
地
区
市
民
運
動
会
が
５
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
の
50
回
記
念
大
会

は
台
風
19
号
の
大
雨
に
よ
り
中

止
と
な
り
、
さ
ら
に
51
・
52
回

大
会
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行

に
よ
り
早
い
段
階
で
見
送
り
と

な
り
ま
し
た
。
運
動
会
の
開
催

は
実
に
４
年
ぶ
り
で
す
。

午
前
中
の
み
の
開
催
で
、
食

事
も
禁
止
さ
れ
る
な
ど
、
以
前

の
賑
わ
い
に
は
及
び
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
出
場
選
手
は
リ
レ
ー

や
玉
入
れ
な
ど
の
競
技
に
真
剣

に
打
ち
込
み
、
「
民
舞
の
踊
り
」

で
は
多
く
の
飛
び
入
り
参
加
者

が
出
る
な
ど
、
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
は
、
種
目
ご
と

の
順
位
は
決
め
ま
し
た
が
、
そ

の
順
位
に
も
と
づ
く
得
点
に
よ

る
「
地
区
対
抗
」
と
い
う
形
を

取
ら
な
か
っ
た
た
め
、
特
に
上

郷
チ
ー
ム
と
し
て
の
順
位
は
あ

り
ま
せ
ん
。
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自
治
会
・
支
会
行
事
が
少
し
ず
つ
復
活
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
５
月
以
降
に
開
催
さ
れ
た
行
事
を
中
心

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

４年ぶり運動会開催！

令和４年師走

№111

発行責任者
梅郷６丁目自治会長

森川 均
TEL76－2295

編集委員
岩波 秀明
鈴木 則男

編集顧問
山下 秀明

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行

す
る
中
、
不
衛
生
だ
！
」
と
、

会
員
か
ら
ご
指
摘
の
あ
っ
た
自

治
会
館
の
ス
リ
ッ
パ
を
、
抗
菌

加
工
さ
れ
た
新
品
に
入
れ
替
え

ま
し
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、
収
納

時
に
左
右
を
重
ね
な
く
て

済
む
よ
う
、
ス
リ
ッ
パ
専

用
の
棚
を
玄
関
左
側
に
新

設
し
ま
し
た
。

自
治
会
館
は
会
員
皆
さ
ん

が
使
う
施
設
で
す
。
お
互
い
気

持
ち
よ
く
使
用
で
き
る
よ
う
、

衛
生
面
で
の
配
慮
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

自
治
会
館
ス
リ
ッ
パ
新
品
に
！

コロナ感染に配慮しつつ規模も縮小
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11
月
27
日
（
日
）
、
お
不
動

様
遙
拝
所
が
完
成
し
、
こ
れ
を

祝
う
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
委
員
会
・
専
用
水
道
組

合
な
ど
建
設
に
関
わ
っ
た
関
係

者
が
出
席
す
る
中
、
榊
田
宮
司

に
よ
り
、
祭
神
で
あ
る
倶
利
迦

羅
不
動
の
拓
本
が
神
棚
に
入
れ

ら
れ
、
ご
神
体
は
無
事
遙
拝
所

に
移
さ
れ
ま
し
た
。

遙
拝
宮
は
19
組
の
梶
野
嘉
穂

さ
ん
か
ら
寄
進
さ
れ
、
屋
根
を

銅
板
葺
き
に
し
た
上
で
、
10
組

の
鈴
木
勝
二
さ
ん
が
主
体
と
な
っ

て
台
座
を
設
置
し
、
完
成
さ
せ

た
も
の
で
す
。

以
下
、
式
典
当
日
披
露
さ
れ

た
資
料
の
全
文
を
転
載
し
ま
す
。

お
不
動
様
遙
拝
所

祭
神

倶
利
迦
羅
不
動

八
坂
神
社
前
方
を
流
れ
る
夫

婦
沢
、
こ
の
水
源
に
お
不
動
様

（
倶
利
迦
羅
不
動
）
が
あ
る
。

か
つ
て
は
干
魃
の
年
「
村
民

此
処
ニ
来
テ
滝
壺
ヲ
掃
除
ス
ル

時
ハ
必
ズ
雨
降
ル
ト
云
ヘ
リ
」

と
伝
え
ら
れ
、
昭
和
十
三
年
四

月
夫
婦
岩
直
下
に
上
郷
一
同
で

石
碑
を
建
立
し
、
水
源
の
守
護

神
と
し
て
祀
ら
れ
て
き
た
。

水
源
の
切
り
立
っ
た
岩
壁
に

は
大
天
狗
、
小
天
狗
な
ど
七
つ

の
神
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
〆
縄

を
張
る
の
も
危
険
な
た
め
、
昭

和
四
十
二
年
に
七
神
合
祀
の
木

札
を
建
立
、
そ
の
後
腐
食
し
た

た
め
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
石

碑
を
建
立
し
祭
事
を
行
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
祭
事
場
付
近
が

危
険
な
た
め
、
八
坂
神
社
に
お

願
い
し
、
令
和
四
年
十
一
月
同

境
内
に
遙
拝
所
を
建
立
、
倶
利

迦
羅
不
動
を
祀
っ
た
も
の
で
あ

る
。

令
和
四
年
十
一
月
吉
日

梅
郷
六
丁
目
祭
典
委
員
会

上
郷
専
用
水
道
組
合

上
郷
生
産
森
林
組
合

お
不
動
様
遙
拝
所
建
設
委
員
会

お
不
動
様
遙
拝
所

八
坂
神
社
境
内
に
完
成

10
月
30
日
（
日
）
梅
郷
地
区

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
、
上
郷
か
ら
は
梅
香
会

の
精
鋭
９
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
18
ホ
ー
ル
の
個

人
戦
で
行
わ
れ
、
全
体
で
は
50

人
近
い
選
手
が
参
加
し
ま

し
た
。

ホ
ー
ル
に
付
け
ら
れ
た

傾
斜
に
各
選
手
苦
し
め
ら

れ
る
中
、
結
果
は
、
阪
本

秀
行
さ
ん
が
優
勝
、
戸
矢

﨑
雍
昭
さ
ん
が
第
３
位
、

ま
た
川
上
静
夫

さ
ん
が
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
達

成
す
る
な
ど
、

上
郷
チ
ー
ム
は

大
活
躍
で
し
た
。

７
月
24
日
（
日
）
梅
郷
地
区

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、

多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま

し
た
。
各
チ
ー
ム
２
試
合
を
行

い
、
特
に
順
位
を
決
め
な
い
変

則
的
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

上
郷
チ
ー
ム
は
西
中
教
員
チ
ー

ム
に
４
対
12
と
大
敗
し
ま
し
た

が
、
中
郷
チ
ー
ム
に
は
９
対
１

で
勝
ち
ま
し
た
。
選
手
の
中
に

は
、
お
子
さ
ん
が
西
中
の
生
徒

と
い
う
人
も
お
り
、
も
し

か
し
て
『
忖
度
』
が
あ
っ

た
か
も
！

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

西
中
教
員
チ
ー
ム
に
大
敗

前列左から森谷教男、川上朋樹、小林雅弘、森川会長、渡辺体育部長

後列左から川上英樹、岡村誠、小坂文智、阿部詩音、鈴木孝、清水修、

渡辺正人、岩波晃、中村政弘、吉原崇夫、西内体育部副部長の皆さん

前列左から戸矢﨑雍昭、阪本秀行、川上静夫、中村佳美、後列

左から野嵜正男、渡辺体育部長、真嶋辰男、渡辺茂、宮島勲、

岩波秀雄、森川会長の皆さん

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

上
郷
チ
ー
ム
大
活
躍

遙拝宮（中央）とご神体

10月22日地鎮祭の様子

断崖の上に建つお不動様石碑



５
月
23
日
（
月
）
に
行
わ
れ

た
第
29
回
梅
高
連
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
に
お
い
て
、
上
郷

梅
香
会
チ
ー
ム
が
見
事
準
優
勝

し
ま
し
た
。
準
優
勝
は
過
去
３

度
目
の
快
挙
と
の
こ
と
で
す
。

戸
矢
﨑
会
長
は
「
日
頃
の
練

習
の
賜
物
で
す
。
」
と
喜
び
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

写
真
は
、
前
列
右
か
ら
、

野
嵜
正
男
、
川
上
初
代
、

片
井
木
和
代
、
川
島
京
子
、

戸
矢
﨑
雍
昭
、
後
列
右
か
ら
、

武
井
哲
雄
、
真
嶋
辰
男
、

岩
波
秀
雄
、
宮
島
勲
、

川
上
静
夫
、
中
村
佳
美
の
皆
さ

ん
で
す
。
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音
楽
を
楽
し
む
と
い
う
こ
と

24
組

宮
川

武
久

年
甲
斐
も
な
く
娘
よ
り
若
い

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
追
っ
か
け
を

や
っ
て
ま
す
。
名
前
は
白
石
佐

和
子
さ
ん
、
武
蔵
野
音
大
修
士

課
程
修
了
後
、
ド
イ
ツ
に
短
期

留
学
、
高
校
の
非
常
勤
講
師
を

経
て
、
Ｂ
Ｓ
日
テ
レ
「
Ｂ
Ｓ
日

本
・
こ
こ
ろ
の
歌
」
の
フ
ォ
レ

ス
タ
の
女
声
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
以
外
の
抒
情
歌
、

歌
謡
曲
、
民
謡
、
童
謡
、
ジ
ャ

ズ
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
こ

な
し
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

妊
活
、
出
産
の
た
め
活
動
休
止
、

現
在
は
個
人
コ
ン
サ
ー
ト
と
育

児
を
中
心
に
活
動
を
つ
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
や
オ
ペ
ラ
な
ど

ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
の
私
で
す

が
そ
の
美
貌
、
美
声
に
魅
せ
ら

れ
て
の
追
っ
か
け
で
す
。
フ
ァ
ー

ス
ト
ア
ル
バ
ム
「
花
の
街
」
購

入
後
、
セ
カ
ン
ド
ア
ル
バ
ム

「
霧
と
一
緒
に
」
を
サ
イ
ン
入

り
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
こ
と
、

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
の
対
話
や

握
手
、
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
が

嬉
し
く
て
病
膏
肓
に
入
る
の
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。

あ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
コ
ン
サ
ー

ト
会
場
で
、
白
石
さ
ん
の
お
母

さ
ん
に
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
如
何

で
し
た
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ

「
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
た

だ
た
だ
白
石
さ
ん
が
好
き
で
通
っ

て
い
ま
す
」
と
答
え
た
ほ
ど
で

す
。
私
自
身
「
こ
ん
な
楽
し
み

方
は
邪
道
な
の
だ
ろ
う
か
？
」

と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

ん
な
あ
る
日
、
コ
ン
サ
ー
ト
の

二
部
で
白
石
さ
ん
と
音
楽
評
論

家
奥
田
佳
道
氏
の
ト
ー
ク
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
奥
田
氏
い
わ
く

「
音
楽
を
楽
し
む
と
い
う
こ
と

は
、
音
楽
の
シ
ャ
ワ
ー
を
い
っ

ぱ
い
浴
び
て
細
胞
を
活
性
化
さ

せ
、
『
あ
あ
楽
し
か
っ
た
。
』

で
良
い
」
の
だ
そ
う
で
す
。
バ

カ
ボ
ン
の
パ
パ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
「
こ
れ
で
い
い
の
だ
！
」

と
妙
に
納
得
し
ま
し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
や
オ
ペ
ラ
は
敷

居
が
高
く
白
石
さ
ん
自
身
に
も

雲
の
上
の
人
の
よ
う
な
感
じ
を

受
け
て
い
た
の
で
す
が
、
江
戸
っ

子
の
白
石
さ
ん
は
意
外
と
ざ
っ

く
ば
ら
ん
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
親
し
み
さ
え
湧
い
て
き
ま

し
た
。

八
十
歳
で
そ
う
先
も
長
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
生
き
甲
斐
を
求

め
て
動
け
る
限
り
は
コ
ン
サ
ー

ト
通
い
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

義
歯
な
れ
ば

我
に
は
硬
し

次
郎
柿

小
さ
く
刻
ざ
み

前
歯
で
噛
み
ぬ

ワ
ク
チ
ン
も

五
回
目
打
て
り

八
波
へ
と

コ
ロ
ナ
感
染

移
転
せ
ぬ
よ
う

鈴
木

善
勝

遠
く
見
て

小
首
か
し
げ
て

微
笑
ん
で

ブ
レ
ス
大
き
く

歌
う
佐
和
さ
ん

（
フ
ォ
レ
ス
タ
白
石
佐
和
子
さ
ん
）

宮
川

武
久

冬
隣

癌
病
棟
に

粥
を
待
つ

（
私
）

宮
川

武
久

や
り
た
が
る

奴
は
戦
に

征
か
ぬ
奴

（
プ
ー
チ
ン
）

宮
川

武
久

上

郷

歌

壇

エ
ッ
セ
イ

上

郷

俳

壇

上

郷

川

柳

６
月
19
日
（
日
）
上
郷
地
区

伝
統
の
獅
子
舞
が
、
各
戸
を
巡

回
し
ま
し
た
。

「
家
内
安
全
・
疫
病
退
散
」

を
祈
願
す
る
こ
の
伝
統
行
事
は
、

２
０
０
年
に
も
わ
た
っ
て
当
地

区
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
収
ま
ら
な
い
中
、

多
く
の
家
か
ら
引
っ
張
り
だ
こ

の
「
獅
子
」
で
し
た
。

３
年
ぶ
り
に
獅
子
舞
が
各
戸
を
巡
回

10
月
15
日
（
土
）
、
下
山

八
幡
神
社
例
大
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
例
年
の
奉
納
演
芸

は
今
年
も
見
送
り
と
な
り
ま

し
た
が
、
９
月
に
新
設
さ
れ

た
常
設
の
ポ
ー
ル
に
幟
旗
が

は
た
め
く
中
、
上
郷
、
中
郷

の
山
車
に
乗
っ
た
囃
子
連
が

集
結
す
る
な
ど
、
昨
年
よ
り

も
一
歩
前
進
で
す
。

梅
香
会
準
優
勝

下
山
八
幡
神
社
例
大
祭

挙
行

炎天下、庭先で「お上手だね♪」



今
年
度
資
源
回
収
結
果
報
告

今
年
度
は
、
５
月
29
日
、
７

月
31
日
、
11
月
27
日
の
３
回
実

施
し
ま
し
た
。
隣
組
長
さ
ん
や

各
種
団
体
の
役
員
さ
ん
な
ど
毎

回
約
30
人
の
出
労
を
い
た
だ
き
、

短
時
間
の
う
ち
に
事
故
も
な
く

終
了
で
き
て
い
ま
す
。

第
１
回
・
第
２
回
の
結
果
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
貴
重

な
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

（
第
３
回
の
結
果
は
次
号

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
）

次
回

資
源
回
収

第
４
回
資
源
回
収
は
３
月
19
日

（
日
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

場
所

西
中
駐
車
場

開
始
時
間

午
前
８
時
30
分
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編

集

後

記

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

以
前
の
日
常
に
近
づ
き
つ
つ
あ

る
と
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
と
は
言
え
、
変
異
を

繰
り
返
す
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流

行
も
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
健
康
第
一
で
す
。

来
年
が
会
員
皆
様
に
と
っ
て
良

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
！

８
月
６
日
、
隣
組
９
組

正
親

フ
ミ
さ
ん
（
享
年
89
）
が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
11
日
、
隣
組
19
組

會
田

文
子
さ
ん
（
享
年
82
）
が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

生
前
は
、
上
郷
地
区
を
担
当

す
る
民
生
委
員
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
ご
逝
去
を
悼
み
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

宝
石
エ
ッ
セ
イ
綴
り

29

次
郎
柿
と
卒
業
記
念
品

26
‐
１
組

鈴
木

善
勝

十
一
月
八
日
「
い
い
歯
の
日
」

直
前
、
硬
い
蕪
を
噛
ん
で
奥
歯

が
ぐ
ら
ぐ
ら
と
な
り
、
ほ
お
ま

で
腫
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、

行
き
付
け
の
歯
医
者
が
体
調
不

良
で
休
診
と
な
り
、
耐
え
る
し

か
な
か
っ
た
。

十
一
月
十
日
、
浜
松
の
弟
か

ら
次
郎
柿
が
届
い
た
。
静
岡
県

原
産
の
次
郎
柿
は
、
実
が
扁
平

で
四
角
い
の
が
特
徴
で
、
大
き

さ
は
十
セ
ン
チ
四
方
も
あ
っ
た
。

柿
を
出
し
て
い
た
ら
、
卒
業
記

念
と
刻
印
さ
れ
た
桐
の
小
箱
を

見
付
け
、
そ
の
中
身
は
防
大
の

校
章
が
刻
ま
れ
た
タ
イ
ピ
ン
で

あ
っ
た
。
卒
業
後
六
十
年
過
ぎ

た
今
、
何
故
こ
こ
に
あ
る
の
か

不
思
議
で
あ
っ
た
。

弟
に
よ
る
と
、
別
件
で
文
化

の
日
に
父
の
遺
し
た
箱
を
開
け

た
ら
、
我
々
兄
弟
六
人
が
学
生

の
時
、
蹴
球
部
や
合
唱
部
で
活

躍
し
て
貰
っ
た
メ
ダ
ル
等
が
出

て
き
た
そ
う
で
あ
る
。
父
は
、

子
供
た
ち
の
活
躍
の
証
と
し
て
、

大
事
に
取
っ
て
お
い
て
く
れ
た

の
だ
ろ
う
。
そ
の
中
に
、
防
大

卒
業
記
念
品
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

昨
年
暮
、
三
十
三
回
忌
を
済

ま
せ
た
父
が
、
息
子
の
現
況
を

見
る
に
見
か
ね
て
突
然
現
わ
れ
、

私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
た
。
高
齢
者

と
な
っ
た
現
在
で
も
両
親
は
尊

い
存
在
で
あ
り
、
感
謝
で
あ
る
。

訃

報

５
月
25
日
、
隣
組
４
組

原
島

チ
ヨ
さ
ん
（
享
年
89
）
が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
23
日
、
隣
組
５
組

鈴
木

一
雄
さ
ん
（
享
年
86
）
が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

生
前
は
、
梅
郷
地
区
の
消
防

団
を
統
括
す
る
第
四
分
団
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
29
日
、
隣
組
13
組

山
縣

清
さ
ん
（
享
年
78
）
が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

元
日
恒
例
の
新
年
拝
賀
式

が
１
月
１
日
午
前
10
時
か
ら
、

八
坂
神
社
で
行
わ
れ
ま
す
。

疫
病
除
け
の
神
様
と
し
て

知
ら
れ
る
八
坂
神
社
、
何
百

年
に
も
わ
た
っ
て
上
郷
を
疫

病
か
ら
守
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
来
年
一
年
を
健
康
で
つ

つ
が
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
、

お
参
り
し
ま
せ
ん
か
。

境
内
に
は
お
不
動
様
遙
拝

所
も
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

開
式
前
に
は
梅
老
若
囃
子

連
に
よ
る
新
年
鼓
打
ち
初
め

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
日

新
年
拝
賀
式
に
ご
参
加
を

第１回資源回収結果

仕切金 9,203円

青梅市報奨金 30,600円

計 39,803円

第２回資源回収結果

仕切金 4,380円

青梅市報奨金 34,370円

計 38,750円

自
治
会
便
り

梅郷６丁目地区 安全を守る会

パトロール隊員募集
毎日実施している防犯パトロールの隊員数が

減少しています。ご協力をお願いします。

お問い合わせは鈴木政美副会長

電話76-0371まで

本年１月１日開式前の八坂神社


